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4一一4 軟膏療法のパンフレットの再検討
皮膚科外来 ○荻原美智恵　　大沼　　豊島　　小松
　上堀内　　的場
　はじめに
皮膚科患者の特殊性は、ほとんどが「かゆみ」を主訴と
する。その治療の主役は、外用療法という他科の治療と
比較してユニークなものである。その為介助の主役は、
もっぱらこの外用療法に集約されるといっても過言では
ない。当皮膚科外来に於いては、外来での処置が自宅で
も継続して処置ができるよう、同じ軟膏が処方される事
がほとんどである。そこで、自宅でも正しい処置ができ
るように処置方法の指導が重要となってくる。その指導
において、昭和47年、58年に軟膏塗布についてのパ
ンフレット作成をされているが、現在では、まったく使
用されず、口頭での説明で指導している現状である。
その為違った処置方法により、治療の経過に違いを生じ
させ患部を悪化させてしまう患者が数例おり、見逃せな
い看護上の重要な問題である・今回・螂前q）ぴとフレッ．
トを再検討し、輻広い年令層の患者に対し、統rされた
指導ができるように、読みやすく、すぐに処置ができる
よう、又、印象づけられるパンフレット作成にとり組ん
でみた。
　〈内容〉
パンフレットを改訂するにあたり、昭和58年のパンフ
レットの問題点と修正した点を検討した。
問題点L　（）に記入しながら指導するのは、時間がかか
　　　　　りすぎる。
　　　2．文字だけで絵などとり入れてなかったので、
　　　　　印象づけにくい。
　　　3，処置カードの人体の図を入れているが、患者
　　　　　自身処置部分を把握しているので必要ない。
修正した点し　｛》を最低限度にし、基本的な軟膏療法に
　　　　　文章化した。
　　　2．写真や絵をとり入れ、視覚的に印象づける。
　　　3．患者にとってよりわかりやすい言葉を検討し
　　　　　た。例えば、のり抜きした綿包帯では、のり
　　　　　抜きについての説明をとり入れた。
実際の指導にあたっては、このパンフレットを患者に渡
し、個別性を考慮した実技指導をする。
　パンフレット図2参照
1．準備するものについて
リント布又は、木綿地の肌着の代わりに、医師の指示や
軟膏の種類によっては、ガーゼになるので、ここの指導
が重要となる。実際、説明しているにもかかわらず、テ
ィシュペーパーや油紙に軟膏を途布し、処置したために
水庖形成した例もある。
2．処置方法について
処方されるチューブ入りの軟膏や容器入りの軟膏を実際
にみせながら処置を行ない、患者が自宅で行なう軟膏療
法の手順やこつを指導する。又、小児や老人の場合は、
その患者の世話をする家族に指導する。
3．軟膏の拭きとり方について
初診患者には、実技指導までは及ばないので、処方され
た軟膏が、油性か水溶性の区別がつかないため、油性軟
膏は、水ではおちにくいので植物油を使用し、水溶性軟
膏は、水やぬるま湯で拭きとれる事を充分に理解させる。
4．処置回数について
患部の状態によって指示が違うので、指示回数を（）に、
記入することにした。
5．入浴について
入浴可能な場合と入浴禁の場合があるが、ここでは入浴
方法について説明を入れた。入浴することによって、体
を温める事は、全身の血行を促し掻痒感が増強して来る
為、当科に於いては、出来るだけ短時間での入浴を勧め
る。
6．石けんについて
いろいろな石けんが出回っているが、香料や殺菌剤を含
まない普通の石けんを使用するように指導する。
　評価と反省
1．実技指導とパンフレットの併用により、軟膏療法を
より理解する事ができる。
2．パンフレットを使用する事により、統一的指導がで
きる。
3．軟膏療法を熟知していない新人看護婦でも基本的な
受け答えができる。
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のばす布地の材質
　ガーゼ（3枚重ね）ネル　リント布　木綿地の肌着
包帯
　のりぬきした綿包帯
処置方法
　1．（）軟膏を皮膚にうすくぬる
　2．（）軟膏を布地に2～3・mmの厚さにのばす
　3．　　図のように布地に切れ目を入れ皮膚に密着する
　　　　　ように貼る
　4．絆創膏や包帯で固定する
軟膏の拭きとり方
　1．水、又はぬるま湯をガーゼに浸してこすらないよう
　　　に拭きとる
　2．植物油（天ぷら油、サラダ油）を綿に浸して軟麿を
　　　やわらかくしながらこすらないように拭きとる
処置回数
　1．1日（　）回
　2．入浴後
入浴
　1．入浴はひかえてください。
　2．シャワーで体を洗い流す程度にしてください。
　3．長湯や熱い湯は避け浴槽内にはいる時間は5分以内に
　　してください。
　4．石けんの使用（禁、可）
石けん
　香料や殺菌剤を含まない石けん。
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自宅でやる軟膏処置は病院でおこなう処置とともに治療の
上でも最も大切です。
　1．準備するもの
　　　リント布、又は木綿地の肌着（古着）
　　　バターナイフ　　ガーゼ（1枚）
　　　のり抜きした綿包帯（一度水かお湯で洗って下さい）
　　　さらしを包帯にしてもいいです。
絆創膏。
2．処置方法
　1．チューブ入りの軟
　膏を少量指先にと
　　り手のひらでこす
　　らないよう薄くの
　ばします。
　2容器に入った油脂
性の軟膏は準備した布地にバターナイフで1～2mm
の厚さにのばします。
3適当な大きさに布地を切り皮膚の密着をはかる為に
布地の中心にむかってハサミで切れ目を入れます。
4．布地を皮膚に貼りその上にガーゼを1～2枚当て包
帯でずれないように固定して下さい。
3．軟膏の拭きとりかた
　1準備するもの
　脱脂綿、植物性の油（サラダ油、天ぷら油）
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2．油脂性の場合
’
一度使用した油は
つかわないように
　1植物油を十分に浸した脱脂綿で軽くたたきながら油を
　浸み込ませます。
　2脱脂綿で強くこすらないよう軽く軟膏を拭きとります
　3拭きとったらガーゼに水、又はぬるま湯を浸たし再度
　拭きとります。
3．水溶性の場合
　1脱脂綿かガーゼに水、又はぬるま湯を浸たし軽く拭き
　　とります。
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5，入浴について
　1．長湯や熱い湯は避けましょう。
2．石けん使用時は手でたてた泡
を使ってごしごしこすらず軽く洗いましょう。
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6．石けんについて
香料や殺菌剤を含まない普通の石けん
チ嬬ゲ編
4．パンフレット作成にあたり、麹意識調．査を行な
わなかったため患者のニーどQ所在力馴れなかっ
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た。
　考察
私たち看護婦は、毎日同じ事を何度も繰り返して、個々
の患者に説明するので、患者指導の慣れや、外来診察の
流れにより自然と早口になったりする。一方、患者は診
塞璽魍…箪攣為1医師や看護婦の説明についてよく
理解していない様子も伺える・皮膚科看護で・款膏処置一
は、蚕護婦の役割が大き＿〈、その手技、熟練度によって
治療効果が大きく影響されるため、今回のパンフレット
を作成した事は、患者サイドばかりではなく、私たち看
護婦にとっても意義あるものとなった。
　おわりに
今回は、ペンフレット作成だけにとどまったが、今後こ
のパンフレットを試用し、患者との会話の機会をより多
くもっことによって、より効果のある個々の患者に適し
た指導ができるようにしていきたい。
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4～5　初めての児をもつ母親への指導を考え
小児科外来 ○吉田恵子　金野いつみ　草野弘子
　相本千代子　久保明美　日極繁野
　はじめに
近年、社会的情勢の変化に伴い、人口の高齢化が進み、
その一方では、都市化や、核家族化も徐々に増加の傾向
にあります。女性の社会的進出などという現象も、新聞
やテレビなどで、ずいぶん報道されるようになってまい
りました。これらの現象を特に家族構成の変化という側
面から見ると、家庭に於ける育児は、今や育児経験の少
ない母親のみの判断によるところが大だと考えられます。
当科外来に於ても、日頃からの診療介助などを通して、
感じることは、医療者側が、患児について、母親に家庭
での育児や看護法などを指導する時に、相方に意識の差
がかなりあるということです。ほんの一例ですが、5ケ
月の乳児で、下痢を主訴に来院し、外来では、食事療法
の指導を行い、ミルクの濃度をうすめ次回来院を指示し
ましたが、次回来院時、治療の成果が上らない為、再度
聞き正したところ、離乳食は、朝昼2回、普段と変わり
なく与えていたというのです。我々の反省をも促したケ
ースですが、特に初めての児をもつ母親に対して、今後
の外来看護の課題となる問題を含んでおり、このテーマ
に対して、アンケートをとりながら、取りくんでみまし
た。
　研究方法
対象：初めての児をもつ母親で、児の対象は0～2才児
　　　迄とした。又、当科外来を受診するのが初めての
　　　児と限定した。
調査期間：昭和60年10月21日～11月2日迄
方法：当科外来で準備した、アンケート用紙（1×2）により
　　　予診前に（1）を、診察終了後に②を母親自身に筆記
　　　してもらいました。
　結果
アンケート（1）
　1．お宅ではどのような症状がみられましたか。ご自分
　で気付かれた点を記入して下さい。　（　　　　　）
　2．いくつか症状がある場合、何が一番御心配でしょう
　か。（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　3，病院を受診するのにあたり、どなたかに御相談され
　ましたか。　（はい、いいえ）
　（1）はいとされた方は、どなたに（　　　　　　　）
　②いいえとされた方、何か育児書や家庭看護の本など
　　読まれましたか。（はい、いいえ）
4．現在は夫婦と子供の他に同居している方はあります
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